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４月２９日（金）、前日までの雨も上がった快
晴の中、山形市霞城公園ソフトボール場を会場
に２０１６山形県中央メーデーが盛大に開催され、
１，６００名を超える組合員やその家族、市民が参
加しました。
今年のメーデーは、「支え合い　助け合う　
心をひとつに力を合わせ、暮らしの底上げを実
現しよう！」をメインスローガンに開催されま
した。式典に先立ち「山形市第二公園」からス
タートしたデモ行進では、参加者たちが「労働
者保護ルールの改悪反対！」「残業代不払制度
の導入を許さないぞ！」「解雇の金銭解決制度反対！」などシュプレヒコールを繰り返し市民に訴えました。
式典では、冒頭、熊本の地震災害で亡くなられた方々への黙とうを行い哀悼の意を表しました。挨拶に立った大会
実行委員長の岡田連合山形会長は、「熊本の地震災害と、東日本大震災の教訓を風化させることなく、復旧・復興・
再生に向けた支援の取り組みを行おう。２０１６春季生活闘争を最後まで闘い、大企業と中小企業の格差解消、最低賃金
の引上げに取り組もう。また、第２４回参議院選挙においては、安倍政権の数の力による暴走に歯止めをかけるため、
県選挙区での舟山やすえさんの勝利を勝ち取ろう。」などと訴えました。 
来賓として、細谷山形県副知事、齋藤山形市副市長、近藤民進党県連会長（衆議院議員）、広谷五郎左ェ門社民党
県連副代表（山形県会議員）、第２４回参議院選挙山形県選挙区立候補予定者の舟山やすえさんからあいさつを受けた
後、メーデースローガン、特別決議、メーデー宣言を採択し、岡田実行委員長の音頭で「団結ガンバロー」で式典を
締めくくりました。

式典後の「お楽しみ大抽選会」では、震災被災地
の特産品や協賛企業から提供された豪華景品などの
抽選会が行われ、参加者の一喜一憂の中、連合のマ
スコット「ユニオニオン」や、モンテディオ山形の
キャラ「ディーオ」等から賞品を受け取っていまし
た。イベント会場では、子どもたちに人気の「仮面
ライダーゴ―ストショー」が行われ、たくさんの親
子連れでにぎわいました。また、青年委員会による
「めざせ！五郎○　三種競技」と銘打った軽スポー
ツ大会では、３人一チームで構成された職場の仲間
同士が和気あいあいと楽しんでいました。

2016 山形県中央メーデー 1600名が集う！
「支え合い　助け合う　心をひとつに力を合わせ、暮らしの底上げを実現しよう！」
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　４月１６日（土）、連合山形主催による「地域活性フォーラム」が山形市の大手門パルズで開催され、吉村美
栄子県知事より「人と地域が輝く『やまがた創生』の前進に向けて ～平成２８度の県政運営～」、㈱山形新聞社
の寒河江浩二代表取締役社長より「地方創生で知恵を絞る ～産学官金労言」と題した基調講演の後、行政、
経済界、労働界、大学関係の方々によるパネルディスカッションが行われました。
　働く者の処遇改善と中小企業の活性化など、地域活性化を一層推進する趣旨で開催されたこのフォーラムに
は、パネラーとして、大澤賢史山形県商工労働観光部長、清野寿啓山形パナソニック㈱社長、西塔秀幸山形県
中小企業家同友会代表理事、岡田連合山形会長、山形県
経済社会研究所所長の立松潔山形大学名誉教授が出席。
コーディネーターとして山形県経済社会研究所顧問の高
木郁朗日本女子大名誉教授が進行され、地域活性に向け
た意見交換がなされました。地域に定着する環境をつく
り人材を大切にすることがカギであり、「産学官金労言」
（産業・大学・行政・金融・労働組合・マスメディア）
のネットワークが必要だと意見集約されました。さまざ
まな立場の人たちが、共にこの地域の活性化に向けて手
を携えていかなければならないですね。

連合山形「地域活性フォーラム」を開催

　５月７日（土）、山形市ビッグウイングにて「吉村美栄子後援会・山形県経済人の会合同総会」が開催され、県議、
市町村長、後援会員など約８００人が出席しました。
　来賓の岸宏一参議院議員は、「立つと言えば全面的に支援する」などとあいさつ。近藤洋介衆議院議員をはじめ、
佐藤洋樹寒河江市長、遠藤直幸山辺町長、阿部賢一県議らも、吉村県政の続投に期待を込めて挨拶されました。
　吉村知事は、今後の進退には明言を避けながらも、「山形県の発展のため、幸せのために全力で取り組む」とし、
総会では、市町村単位の後援組織づくりを行っていくなどとしました。吉村知事は、２期目の任期満了（２０１7年２月
１３日）まで残り９か月。

吉村後援会と山形県経済人の会が合同総会を開催
～３期目への期待が集まる～
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参議院選始動！ 事務所開き
　５月１４日、今夏行われる参議院選挙に立候補予定の舟山やすえ氏の後援会事務所開きが行われ、神事の後、舟
山さんの熱い決意表明が語られました。
　この日、推薦する民新党・社民党の県議や市議、連合山形加盟組合員支持者らが３５０人が集まり、勝利に向け
て闘う決意を新たにしました。
　舟山氏は「格差や貧困の問題は深刻化している。多くの県民の声に真摯に耳を傾け、国政に伝えていきたい。」
と述べました。 

舟山やすえ

事務所　山形市松見町12－５　　
　　　　　ＴＥＬ ０2３‒６15‒1６９1　　ＦＡＸ ０2３‒６15‒1６９０

　５月１９日（木）、山形市・山辺・中山「舟山やすえ総決起集会」が、山形国際交流プラザを会場に開催され
６５０人が集まりました。総合選対本部長を務める近藤洋介民進党県連会長をはじめ、鹿野道彦元農相、「安保関
連法に反対するママの会　やまがた」の関係者や女性、青年代表が舟山やすえ氏にエールを送りました。
　舟山氏は、「この３年間いろんなことを学んだ。子育てしながら農業をしながら『置賜自給圏推進機構』を
立ち上げた。地域でお金が回る好循環をつくりたい。暮らしは政治から影響を受ける。介護・保険・税金など
かかわればそれに適応しなければならない。安保関連法
案は国民の大多数の反対の声を受け止めなければならな
い。自民の政治姿勢は大いに疑問だ。もう一度国政で間
違った政治にブレーキをかけたい。ひとりひとりを大切
にする政治が必要だ。山形から政治を変えていく。地方
から政治を変えていこう。皆さんと今日から一歩を踏み
出していきたい。地域の未来のために全力で頑張りた
い。」などと、参院選にかける熱い思いを語り、会場から
激励の拍手を受けていました。　

「舟山やすえ総決起集会」を開催山形
地区

勝つぞ！参院選！



連合山形ニュース

（5）

　４月１６日未明に起こった熊本地方を震源とするマグニ
チュード7．３の大地震は、１４日に起きた震度７の前震を含
め１００回を超える強い揺れが続き、多くの被害をもたらし
ました。亡くなられた方々に謹んで哀悼の意を表するとと
もに、被災された皆様に心からお見舞い申し上げます。
　連合本部は、直ちに「対策救援本部」を設置し、各地方
連合会、構成組織よりボランティアを派遣し、災害復興へ
の協力に取り組んでいます。また、全国の地方連合会は、

街頭や集会において救援カンパ活動を行っています。
　連合山形は、各地区メーデー大会において、参加者に救援
カンパを呼び掛け、多くの義捐金が寄せられました。５月１０
日には、山形市アズ七日町前街頭において救援カンパ行動を
行い、道行く人たちが、カンパ箱に募金していただきました。
　連合山形は、今後も災害復旧ボランティアの派遣やカンパ
行動を取り組んでいきます。今こそ、労働運動の原点「助け
合い・支え合い」を体現し、社会的役割を果たしていきましょ
う。

　５月１９日（木）－２０日（金）、連合山形「女性のための全国一斉労働相談」を実施しました。連合山形では、
活動の一環として、フリーダイヤルによる「なんでも労働相談ダイヤル」を常時行っておりますが、この度
は、「女性のための労働相談」を中心に対応しました。６月の「男女平等月間」（連合）の前に、「働く女性」
をテーマとし、各県の地方連合において全国一斉に行われています。
 連合山形事務局において「フリーダイヤル（０１２０－１５４－０５２）」による相談で、連合山形事務局員、連合

山形地域協議会の女性委員会役員と、アドバイザーが、午前１０時から午後７時まで相談に対応し、受付開始
の１０時には、早速相談の電話が鳴り、深刻な相談が寄せられました。

　昨年１年間に連合山形に寄せられた労働相談件数は２２４件。
うち、女性からの相談が１０６件でした。女性からの相談で一
番多かったのが、セクハラ、パワハラ、マタハラなどの差別
関係３８件で、女性からの相談の３６％を占めています。
　６月１９－２０日の２日間における相談件数は２９件で、そのう
ち「上司の暴言がひどく、ストレスで円形脱毛症になった」「妊
娠中にもかかわらず高所作業を命じられる」など、パワハラ、
マタハラに関する相談が最も多く、１２件寄せられています。

「女性のための全国一斉労働相談」
～職場のパワハラ、マタハラ～　　働く女性たちの悲鳴が聞こえる

熊本県を中心とする九州地震災害
―助け合い・支え合うー　救援カンパ行動を行う
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